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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第４期

第２四半期連結
累計期間

第５期
第２四半期連結

累計期間
第４期

会計期間

自2020年
　４月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　４月１日
至2021年
　９月30日

自2020年
　４月１日
至2021年
　３月31日

売上高 （千円） 4,300,169 3,752,975 9,361,193

経常利益 （千円） 450,126 408,049 1,206,034

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 293,343 250,452 746,473

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 420,651 181,421 1,252,715

純資産額 （千円） 8,544,931 9,542,035 9,376,875

総資産額 （千円） 13,288,800 16,097,757 16,288,789

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 18.07 15.43 45.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） - - -

自己資本比率 （％） 64.3 59.3 57.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 681,415 595,147 1,681,902

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △817,271 △965,134 △2,648,868

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 188,508 156,474 1,791,106

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,007,999 3,560,541 3,779,012

 

回次
第４期

第２四半期連結
会計期間

第５期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自2020年
　７月１日
至2020年
　９月30日

自2021年
　７月１日
至2021年
　９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 15.29 9.35

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「収益認識に関する会期基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適

用した後の指標となっております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はあり

ません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

「収益認識に関する会期基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、当第２四半期連結累計期間における型枠貸与関

連事業の売上高は、前第２四半期連結累計期間と比較して大きく減少しております。以下の経営成績に関する説明の

売上高については、増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。なお、文中の将来に関する事項

は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、依然として厳し

い状況にあります。またワクチン接種が進んだ事により持ち直しの動きが続いているものの、景気の先行きは依然と

して不透明な状態が続いています。

　当社グループが属する建設関連業界におきましては、自然災害の復旧事業等、公共建設投資による下支えにより堅

調に推移しているものの、民間建設投資の遅れや、材料費の高騰等、経営環境は不透明感が残る中での推移となりま

した。

　このような中、当社グループは、社会資本整備の一翼を担う企業集団として、自然災害の復旧支援、医療施設の改

修事業等、国民の安全と豊かな暮らしの土台形成のための事業展開を行ってまいりました。

　この結果、民間分野の発注の遅れならびに受注競争の激化が大きく影響したことにより、受注高は前年同期比

24.3％減の3,951百万円、売上高は3,752百万円（前年同期は4,300百万円）、営業利益は前年同期比18.4％減の361百

万円、経常利益は前年同期比9.3％減の408百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比14.6％減の250

百万円となりました。

 

　当社グループの前期繰越受注高、受注高、売上高、次期繰越高は次のとおりであります。

 

期間（年度）別
前期繰越受注高

（千円）
受注高
（千円）

売上高
（千円）

次期繰越高
（千円）

前第２四半期連結累計期間 3,497,787 5,216,878 4,300,169 4,414,496

当第２四半期連結累計期間 3,252,503 3,951,565 3,752,975 3,451,093

 

　当第２四半期連結累計期間のセグメント別の業績は以下のとおりであります。

 

（土木関連事業）

　法面保護工事が主体の当事業は、前年同期に比べ発注総量の減少ならびに競争の激化により、受注高は前年同期

比10.6％減の1,462百万円となったものの、工事が順調に進んだこともあり売上高は前年同期比10.6％増の1,420百

万円となり、利益面におきましては、徹底した原価管理を推し進めた結果、前年同期比13.7％増の244百万円とな

りました。
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　当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

 

期間（年度）別
前期繰越受注高

（千円）
受注高
（千円）

売上高
（千円）

次期繰越高
（千円）

前第２四半期連結累計期間 885,693 1,635,783 1,283,989 1,237,487

当第２四半期連結累計期間 955,978 1,462,819 1,420,466 998,332

 

（建築関連事業）

　医療施設向けの放射線防護・電磁波シールド工事等が主体の当事業は、民間建設投資の発注の遅れ、ならびに受

注競争の激化等により、受注高は前年同期比29.3％減の1,549百万円、売上高につきましては、前年同期比13.1％

減の1,472百万円、営業利益につきましては、前年同期比8.1％減の180百万円となりました。

 

　当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

 

期間（年度）別
前期繰越受注高

（千円）
受注高
（千円）

売上高
（千円）

次期繰越高
（千円）

前第２四半期連結累計期間 2,116,643 2,191,099 1,694,655 2,613,087

当第２四半期連結累計期間 1,965,895 1,549,822 1,472,359 2,043,358

 

（型枠貸与関連事業）

　消波根固ブロック製造用型枠の賃貸及びコンクリート二次製品の販売が主体の当事業は、自然災害の復旧事業に伴

う受注獲得に邁進したものの、予算執行の遅れ等も影響し、受注高は前年同期比32.9％減の916百万円、売上高は832

百万円（前年同期は1,283百万円）、営業利益につきましては、利益率の高い型枠貸与事業の完工の遅れが影響した

事により、前年同期比23.7％減の146百万円となりました。

 

　当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

 

期間（年度）別
前期繰越受注高

（千円）
受注高
（千円）

売上高
（千円）

次期繰越高
（千円）

前第２四半期連結累計期間 340,697 1,365,893 1,283,542 423,048

当第２四半期連結累計期間 203,105 916,973 832,160 287,917

 

（その他）

　その他の分野には、不動産賃貸事業、海外での事業等をまとめてその他としております。その他事業全体の売上高

は、海外事業の売上が減少したことに伴い、受注高は前年同期比8.9％減の21百万円、売上高は前年同期比26.3％減

の27百万円、営業利益につきましては前年同期比18.7％減の９百万円となりました。

 

　当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

 

期間（年度）別
前期繰越受注高

（千円）
受注高
（千円）

売上高
（千円）

次期繰越高
（千円）

前第２四半期連結累計期間 154,753 24,102 37,982 140,872

当第２四半期連結累計期間 127,523 21,951 27,989 121,484
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（２）財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、191百万円減少し16,097百万円となり

ました。減少した主な要因は、売掛債権等の減少であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ、356百万円減少し6,555百万円となりました。減少した主な要因は、支払債務等

の減少であります。

　純資産は、配当による剰余金の減少が16百万円、当第２四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益

が250百万円であったこと等から、前連結会計年度末に比べ、165百万円増加し9,542百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.7ポイント増加し59.3％となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、税金等調整前四半期純利益が408百万円計上されたこ

と等から、218百万円減少し、3,560百万円となりました。

　なお、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税金等調整前四半期純利益408百万円、減価償却費90百万円、棚卸資

産の増加額８百万円等の計上、売上債権の減少805百万円、法人税等の支払額246百万円等により、595百万円の収入

（前年同期は681百万円の収入）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主に投資有価証券の取得による支出883百万円、固定資産の取得による支

出91百万円等により、965百万円の支出（前年同期は817百万円の支出）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長短期借入金の借入（純額）による収入187百万円、リース債務の返

済による支出14百万円等により、156百万円の収入（前年同期は188百万円の収入）となりました。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

（６）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は６百万円であります。なお、当第２四半期連結累計期

間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
(2021年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(2021年11月15日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,237,977 16,237,977
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 16,237,977 16,237,977 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
－ 16,237,977 － 1,120,000 － 1,473,840
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

フリージア・マクロス株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 4,309 26.54

夢みつけ隊株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 3,621 22.30

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 389 2.40

明治安田生命保険相互会社　

（常任代理人　株式会社日本カスト

ディ銀行）

東京都千代田区丸の内２丁目１-１　　

(中央区晴海１丁目８番12号）
321 1.98

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番21号 317 1.96

佐藤　記和 群馬県利根郡 215 1.32

武井 博子 東京都杉並区 199 1.23

フリージアトレーディング株式会社 東京都千代田区外神田３丁目16番16号 179 1.10

三井住友信託銀行株式会社　　

（常任代理人　株式会社日本カスト

ディ銀行)

東京都千代田区丸の内１丁目４－１　

（中央区晴海１丁目８－12）
150 0.92

フリージアハウス株式会社 東京都千代田区神田東松下町17番地 131 0.81

株式会社日本カストディ銀行 東京都中央区晴海1丁目８－1２ 117 0.72

計 － 9,948 61.28

（注）上記のほか、自己株式が1,959株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,163,700 161,637 －

単元未満株式 普通株式 72,377 － －

発行済株式総数  16,237,977 － －

総株主の議決権  － 161,637 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、4,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数40個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

技研ホールディングス株

式会社

東京都千代田区神田

東松下町17番地
1,900 - 1,900 0.00

計 － 1,900 - 1,900 0.00

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、清流監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 4,565,648 4,349,649

受取手形・完成工事未収入金等 3,190,369 -

受取手形・完成工事未収入金等及び契約資産 - 2,417,277

有価証券 263,364 260,892

棚卸資産 ※１ 380,119 ※１ 388,497

その他 31,502 204,828

貸倒引当金 △16,039 △14,865

流動資産合計 8,414,963 7,606,280

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,997,546 3,067,412

その他（純額） 1,306,123 1,258,330

有形固定資産合計 4,303,669 4,325,743

無形固定資産   

その他 194,642 177,513

無形固定資産合計 194,642 177,513

投資その他の資産   

投資有価証券 3,093,579 3,729,491

関係会社株式 30,000 30,000

その他 305,324 281,712

貸倒引当金 △53,389 △52,982

投資その他の資産合計 3,375,514 3,988,220

固定資産合計 7,873,826 8,491,477

資産合計 16,288,789 16,097,757

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 2,673,441 2,416,796

短期借入金 825,263 21,098

１年内返済予定の長期借入金 267,413 307,235

未払法人税等 261,190 148,131

未成工事受入金 109,650 -

契約負債 - 24,544

引当金 62,316 40,987

その他 307,432 276,546

流動負債合計 4,506,707 3,235,340

固定負債   

長期借入金 2,052,363 3,004,123

退職給付に係る負債 87,462 86,257

繰延税金負債 226,287 196,142

その他 39,093 33,858

固定負債合計 2,405,206 3,320,381

負債合計 6,911,914 6,555,721
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,120,000 1,120,000

資本剰余金 1,473,840 1,473,840

利益剰余金 6,252,643 6,486,859

自己株式 △522 △547

株主資本合計 8,845,961 9,080,153

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 522,418 457,717

退職給付に係る調整累計額 8,495 4,165

その他の包括利益累計額合計 530,914 461,882

純資産合計 9,376,875 9,542,035

負債純資産合計 16,288,789 16,097,757
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 4,300,169 3,752,975

売上原価 3,415,695 2,917,161

売上総利益 884,473 835,814

販売費及び一般管理費 ※１ 441,864 ※１ 474,677

営業利益 442,609 361,136

営業外収益   

受取利息 1,252 797

受取配当金 3,948 45,604

貸倒引当金戻入額 6,575 -

助成金収入 - 17,084

その他 6,040 9,748

営業外収益合計 17,816 73,234

営業外費用   

支払利息 9,907 19,934

その他 391 6,386

営業外費用合計 10,299 26,321

経常利益 450,126 408,049

特別利益   

固定資産売却益 - 19

特別利益合計 - 19

特別損失   

固定資産除売却損 64 0

特別損失合計 64 0

税金等調整前四半期純利益 450,061 408,069

法人税、住民税及び事業税 135,846 140,497

法人税等調整額 20,872 17,119

法人税等合計 156,718 157,617

四半期純利益 293,343 250,452

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 293,343 250,452
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 293,343 250,452

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 121,712 △64,700

退職給付に係る調整額 5,595 △4,330

その他の包括利益合計 127,308 △69,031

四半期包括利益 420,651 181,421

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 420,651 181,421

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 450,061 408,069

減価償却費 81,182 90,675

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,575 △1,581

賞与引当金の増減額（△は減少） △21,155 △21,896

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △20,463 3,248

工事損失引当金の増減額（△は減少） △327 566

受取利息及び受取配当金 △5,201 △46,401

助成金収入 - △17,084

支払利息 9,907 19,934

為替差損益（△は益） △549 4,959

固定資産除売却損益（△は益） 64 △19

売上債権の増減額（△は増加） 708,224 -

売上債権及び契約資産の増減額(△は増加) - 805,254

棚卸資産の増減額（△は増加） △271,980 △8,085

仕入債務の増減額（△は減少） △10,760 △260,082

未成工事受入金の増減額（△は減少） 56,100 -

契約負債の増減額(△は減少) - △85,106

その他 37,022 △93,413

小計 1,005,551 799,037

利息及び配当金の受取額 4,674 45,957

利息の支払額 △9,862 △19,934

助成金の受取額 - 17,084

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △318,947 △246,996

営業活動によるキャッシュ・フロー 681,415 595,147

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 100,000 -

固定資産の取得による支出 △172,384 △91,798

投資有価証券の取得による支出 △655,447 △883,753

関係会社株式の取得による支出 △30,000 -

貸付けによる支出 △66,697 △245

貸付金の回収による収入 5,415 2,808

その他 1,842 7,855

投資活動によるキャッシュ・フロー △817,271 △965,134

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 800,000 -

短期借入金の返済による支出 △500,000 △804,165

長期借入れによる収入 410,000 1,165,000

長期借入金の返済による支出 △489,652 △173,418

リース債務の返済による支出 △15,744 △14,117

配当金の支払額 △15,835 △16,088

その他 △259 △736

財務活動によるキャッシュ・フロー 188,508 156,474

現金及び現金同等物に係る換算差額 549 △4,959

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 53,201 △218,471

現金及び現金同等物の期首残高 2,954,798 3,779,012

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 3,007,999 ※１ 3,560,541
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会

計基準の適用による主な変更点は以下のとおりです。

・代理人取引

顧客への製品の販売における当社の役割が代理人に該当する取引について、従来は顧客から受け取る対価の総

額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益を認

識する方法に変更しております。

・工事契約

工事契約に関して、従来は進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その

他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間に

わたり移転する場合には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり

収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、履行義務の結果を合

理的に測定できる場合は、見積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）で算出しております。履行義務

の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、

原価回収基準にて収益を認識することとしております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充

足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については、代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわ

たり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は97,282千円減少、売上原価は97,282千円減少、営業利益、経

常利益、及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示されていた

「受取手形・完成工事未収入金等」は第１四半期連結会計期間より「受取手形・完成工事未収入金等及び契約資

産」に含めて表示することとしました。また、「流動負債」に表示されていた「未成工事受入金」は第１四半期

連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することとしました。また、前第２四半期連結累計期間の四半期連

結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に表示していた「売上債権の増

減額（△は増加）」は、当第２四半期連結累計期間より、「売上債権及び契約資産の増減額（△は増加）」に含

めて表示し、「未成工事受入金の増減額（△は減少）」は、当第２四半期連結累計期間より「契約負債の増減額

（△は減少）」として表示することとしました。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。さらに「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年

３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日　以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。

 

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計

上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がりや収束時期等を含む仮定に重要な変更はあり

ません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　※１　棚卸資産の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2021年９月30日）

商品及び製品 5,899千円 10,687千円

販売用不動産 328,513 328,513

材料貯蔵品 45,706 49,296

計 380,119 388,497

 

２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2021年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 25,392千円 -千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年９月30日）

従業員給与手当 168,003千円 170,124千円

賞与引当金繰入額 17,488 18,317

退職給付費用 4,949 5,579
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金預金勘定

有価証券勘定のうち現金同等物に該当する残高

3,687,457千円

260,542

4,349,649千円

260,892

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △940,000 △1,050,000

現金及び現金同等物 3,007,999 3,560,541

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月27日

定時株主総会
普通株式 16,236 1  2020年３月31日  2020年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月26日

定時株主総会
普通株式 16,236 1  2021年３月31日  2021年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      （単位：千円）
 報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
土木関連
事業

建築関連
事業

型枠貸与
関連事業

計

売上高        

外部顧客への
売上高

1,283,989 1,694,655 1,283,542 4,262,186 37,982 - 4,300,169

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

- - - - - - -

計 1,283,989 1,694,655 1,283,542 4,262,186 37,982 - 4,300,169

セグメント利益 215,113 196,251 192,246 603,611 11,142 △172,145 442,609

（注）１．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、不動産賃貸事業等を含んで

おります。

　　　２．セグメント利益の調整額△172,145千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）
 報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
土木関連
事業

建築関連
事業

型枠貸与
関連事業

計

売上高        

一定期間にわ
たって認識す
る収益

1,420,466 1,397,902 - 2,818,368 - - 2,818,368

一定時点で認
識する収益

- 74,457 135,001 209,458 11,770 - 221,228

顧客との契約
から生じる収
益

1,420,466 1,472,359 135,001 3,027,826 11,770 - 3,039,597

その他収益 - - 697,159 697,159 16,219 - 713,378

外部顧客への
売上高

1,420,466 1,472,359 832,160 3,724,985 27,989 - 3,752,975

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

- - - - - - -

計 1,420,466 1,472,359 832,160 3,724,985 27,989 - 3,752,975

セグメント利益 244,549 180,318 146,766 571,634 9,060 △219,558 361,136

（注）１．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、不動産賃貸事業等を含んで

おります。

　　　２．セグメント利益の調整額△219,558千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益または損失の算定方法を同様に変更

しております。当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「型枠貸与関連事

業」の売上高は97,282千円減少しておりますが、セグメント利益に与える影響はありません。
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（金融商品関係）

投資有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べ

て著しい変動が認められます。

 

前連結会計年度末（2021年３月31日）

科目
連結貸借対照

表計上額（千円）
時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 3,093,579 3,093,579 -

（注） 投資有価証券の時価の算定方法

投資有価証券の時価については、株式は取引所の価格によっております。

 

当第２四半期連結会計期間末（2021年９月30日）

科目
四半期連結貸借対照
表計上額（千円）

時価（千円） 差額（千円）

投資有価証券 3,729,491 3,729,491 -

 
（注） 投資有価証券の時価の算定方法

投資有価証券の時価については、株式は取引所の価格によっております。

 
 
 

（有価証券関係）

前連結会計年度末（2021年３月31日）

１．その他有価証券

区分 取得原価（千円） 時価（千円） 差額（千円）

株式 2,331,007 3,093,579 762,572

 

当第２四半期連結会計期間末（2021年９月30日）

その他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動が認められます。

 

１．その他有価証券

区分 取得原価（千円） 時価（千円） 差額（千円）

株式 3,062,199 3,729,491 667,291
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益 18円07銭 15円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 293,343 250,452

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
293,343 250,452

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,236 16,236

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月15日

技研ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

清流監査法人

東京都港区

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 加悦　正史

 

 業務執行社員  公認会計士 久保　文子

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている技研ホールディ

ングス株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日か

ら2021年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、技研ホールディングス株式会社及び連結子会社の2021年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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